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山口県から得られた 2例目のハナイシモチ（テンジクダイ科）

荻本啓介 1・園山貴之 1・吉田朋弘 2

Two specimens (79.2–88.4 mm standard length) of Apogon 
unicolor Jordan and Snyder, 1901 (Apogonidae) from Shimono-
seki, Yamaguchi Prefecture, were described and reported as the 
first specimen-based records of the species from the Japan Sea 
coast of Japan proper. Although the species has been widely re-
ported from the Pacific coast of Honshu south to Kyushu (Chiba 
to Kagoshima prefectures) and the Nansei Islands in Japan, the 
previous Japan Sea record was solely based on a single observa-
tion record without specimen information.
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 Abstract

テンジクダイ科 Apogonidaeは日本近海から 26属 104

種が知られており（本村，2021），そのうちコミナトテ

ンジクダイ属 Apogon Lacepède, 1801はトゲナガイシモチ

Apogon caudicinctus Randall and Smith, 1988，アカフジテン

ジクダイ Apogon crassiceps Garman, 1903，ヤリイシモチ

Apogon doryssa (Jordan and Seale, 1906)，コミナトテンジク

ダイ Apogon kominatoensis Ebina, 1935，オグロテンジクダ

イ Apogon seminigracaudus Greenfield, 2007，ヤミテンジク

ダイ Apogon semiornatus Peters, 1876，アサヒテンジクダイ

Apogon soloriens Yoshida and Motomura, 2020，リュウキュ

ウイシモチ Apogon sp.，トウマルテンジクダイ Apogon 

susanae Greenfield, 2001，アカネテンジクダイ Apogon 

talboti Smith, 1961，およびハナイシモチ Apogon unicolor 

Jordan and Snyder, 1901の 11種の分布が確認されている（吉

田ほか，2011; Yoshida and Motomura, 2020；本村，2021）．

2015年 6月と 2021年 6月に山口県下関市沖の日本海か

ら各 1個体のハナイシモチが定置網によって採集された．

2015年に採集された標本は，河野ほか（2020）で目録的

に報告されたが，標本の記載や情報を欠いていた．そこで，

河野ほか（2020）の標本とともに，2021年に採集された

標本を日本海および山口県における確実な分布記録として

報告する．

材料と方法
標本の計数・計測は Fraser (2005)にしたがった．体各

部の計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm単位まで行

い，計測値は標準体長に対する百分率（%）で記載した．

標準体長は SLと表記した．生鮮時の体色は固定前に撮影

された標本（HH-Pi 749, HH-Pi 2663）のカラー写真に基づ

く．標本の作製，撮影，および固定方法は本村（2009）に

準拠した．本報告に用いた記載標本は萩博物館（HH）に，

比較標本は高知大学理工学部海洋生物学研究室（BSKU），

鹿児島大学総合研究博物館（KAUM），および神奈川県立

生命の星・地球博物館（KPM）に保管されている．本研

究では A. unicolorの命名者を，吉田ほか（2011）と本村

（2021）にしたがって Jordan and Snyder (1901)とした．

Apogon unicolor Jordan and Snyder, 1901

ハナイシモチ
（Fig. 1; Tables 1, 2）

標本　HH-Pi 749，88.4 mm SL，山口県下関市豊浦室津

下沖，水深 12 m，定置網，2015年 6月 13日，西川真澄；

HH-Pi 2663，79.2 mm SL，山口県下関市豊浦室津下沖，水

深 12 m，定置網，2021年 6月 20日，西川真澄．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合を Table 1

に示した．体は側扁し，頭部断面は縦長の楕円形を呈する．

体高は胴部で高く，尾部で低い．体背縁の輪郭は吻端から

第 2背鰭基底後端にかけて上方向にゆるやかに膨らんだ弧

状．体腹縁の輪郭は下顎先端から臀鰭基底後端まで下方向
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へゆるやかに膨らんだ弧状．吻はやや尖り，上顎は下顎よ

りもやや前方に突出する．口は端位で，主上顎骨後端は眼

の後端の直下を越えない．鼻孔は 2対で，前鼻孔と後鼻孔

は近接せず，前鼻孔には前方に突出する管状の皮弁がある．

後鼻孔は孔状で皮弁はない．両顎歯は小さく円錐形であり，

前上顎骨，主上顎骨，口蓋骨，および歯骨に細かな歯帯が

ある．後側頭骨には顕著な棘がなく，平滑である．前鰓蓋

骨後縁上方は鋸歯状を呈する．前鰓蓋骨後縁下方の皮弁は

前鰓蓋骨後縁を越えない．鱗は櫛鱗で，頭部と体はほぼ全

体が鱗に覆われるが，吻端から眼上方，吻の側面，および

前鰓蓋骨後部は無鱗である．側線は 1本かつ完全で，鰓蓋

上部から第 1背鰭第 5棘基部直下まで緩やかに上向し，そ

の後は第 2背鰭起部直下から第 2背鰭基部後端直下にかけ

て急下し，そこから尾鰭基底まで体軸と並行にはしる．胸

鰭基底上端は眼の下端と鰓孔上端より下方に位置する．第

1背鰭起部は腹鰭起部直上より後方，第 1背鰭基底後端は

臀鰭起部直上より前方にそれぞれ位置する．第 1背鰭の外

縁は第 1背鰭起部から第 2棘にかけて上昇し，そこから第

6棘にかけて下降する．第 1背鰭最長棘である第 2棘は後

方に倒した場合，第 2背鰭基底中央に達しない．第 2背鰭

起部は臀鰭起部直上より前方，第 2背鰭基底後端は臀鰭基

底後端のほぼ直下にそれぞれ位置する．HH-Pi 2663は第 2

背鰭が折損していた．HH-Pi 749は第 2背鰭外縁が第 2背

鰭起部から第 3軟条にかけて上昇し，そこから第 9軟条に

かけて降下する．胸鰭後縁は丸く，その後端は第 2背鰭第

4軟条基部直下と臀鰭第 3軟条基部直上より後方に達する．

腹鰭は胸位で胸鰭基底直下に位置する．臀鰭起部は肛門の

直後に，臀鰭基底後端は第 2背鰭基底後端のほぼ直上にそ

Fig. 1. Fresh specimens of Apogon unicolor, off Shimonoseki, Yamaguchi Prefecture, Japan. A: HH-Pi 2663, 79.2 mm SL; B: HH-Pi 
749, 88.4 mm SL.
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れぞれ位置する．臀鰭外縁は臀鰭起部から少なくとも第 2

軟条にかけて下降するが，第 3および第 4軟条に切損があ

り不明瞭である．HH-Pi 2663は尾鰭が折損していた．HH-

Pi 749は尾鰭が浅く湾入し，上下葉最長の鰭条が分枝する．

色彩　体色は HH-Pi 2663では頭部背方で黒赤色，頭部

腹方および体躯部背方で淡赤色，体躯部腹方で著しく淡い

赤色を呈し，HH-Pi 749では背方で黒赤色，腹方で淡赤色，

鱗縁が暗褐色を呈する．両標本ともに体側および尾柄に斑

紋や縦帯を欠く．HH-Pi 2663では第 1背鰭，腹鰭の鰭条

は一様に赤色であり，胸鰭の鰭条は一様に赤色で基底付近

は薄赤色を呈する．第 2背鰭および尾鰭が折損し，鰭条の

色彩は不明であった．HH-Pi 749では第 1背鰭，第 2背鰭，

腹鰭，および尾鰭の鰭条は一様に赤色であり，胸鰭の鰭

条は一様に赤色で基底付近は薄赤色を呈する．HH-Pi 2663

では胸鰭の鰭膜が半透明であり，第 1背鰭，腹鰭，および

臀鰭の鰭膜は薄赤色から赤色で基底付近が白色，第 2背鰭

および尾鰭は折損し，鰭膜の色彩は不明であった．HH-Pi 

749では胸鰭の鰭膜は半透明であり，第 1背鰭，第 2背鰭，

腹鰭，および尾鰭の鰭膜は赤色で基底付近は白色から薄赤

色であり，尾鰭の鰭膜は赤色を呈する．10%ホルマリン

固定後 70%エタノール保存下の体色は両標本とも淡黄褐

色，鱗縁は黒褐色である．

分布　ハナイシモチは日本，台湾，南シナ海，フィジー
諸島ロツマ島，およびオーストラリア・カーペンタリア湾

から記録されている（Taylor, 1964; Zug et al., 1989; Randall 

and Lim, 2000; Shao et al., 2008；林，2013）．日本国内にお

いては千葉県鴨川市，神奈川県三崎港，静岡県沼津市，和

歌山県白浜，山口県下関市，高知県柏島，日向灘，鹿児島湾，

大隅諸島（硫黄島，口永良部島，および屋久島），慶良間

諸島，および八重山諸島（吉田ほか，2011；林，2013；吉田，

2013, 2017; Iwatsuki et al., 2017；木村ほか，2017；河野ほか，

2020；本研究）から記録されている．

備考　山口県産の 2標本は明瞭な 1本の側線があるこ

と，臀鰭条数が 2棘 8軟条であること，前鰓蓋骨後縁下

方の皮弁は前鰓蓋骨後縁直下を越えないことなどから，

Mabuchi et al. (2014)によって定義されたコミナトテンジク

ダイ属の標徴とよく一致した．これらの標本は前鰓蓋骨

後縁上方が強い鋸歯状を呈すること，体側および尾柄に

斑紋や縦帯を欠くこと，吻がやや尖ることなどの特徴を有

することから，本属魚類のうちハナイシモチとアカネテン

ジクダイに類似する．両種は形態学的に酷似するが，背鰭

前方鱗数で識別できる：ハナイシモチで 8–11（吉田ほか，

2011；吉田，2013），アカネテンジクダイで 6–7（Smith, 

1961; Gon and Randall, 2003）．本標本の背鰭前方鱗数は 10

であり，ハナイシモチの計数値に含まれる．さらに，本標

本は櫛状鰓耙数が 10，尾柄周鱗数が 16であるなどの特徴

が，吉田ほか（2011）と吉田（2013）が示したハナイシモ

チ A. unicolorの特徴によく一致したことから，本種に同定

された．林（2013）はハナイシモチとアカネテンジクダイ

の識別形質として第 1背鰭棘数を挙げている（ハナイシ

モチで 7，アカネテンジクダイで 6）．しかし，Jordan and 

Snyder (1901)，吉田ほか（2011），および本研究で調査し

た標本では，ハナイシモチの第1背鰭棘数はすべて6であっ

たことから，本形質を両種の分類形質とみなさなかった．

また，本研究では，両種の櫛状鰓耙数および尾柄周鱗数に

差異が確認された（Table 2）．このことから，前述の 2形

質において，両種は判別できる可能性があり，多くの標本

に基づいた観察が必要である．

「分布」の項に示した通り，日本国内においてハナイシ

モチは千葉県以南の太平洋沿岸や南西諸島からの散発的な

報告，および山口県沿岸の日本海からの報告が知られてい

る．このうち，河野ほか（2020）は HH-Pi 749に基づき，

山口県沿岸の日本海から初記録を報告した．HH-Pi 2663

はこの報告の後，当該海域から初めて記録された本種標本

であり，山口県日本海側から 2例目の記録となる．河野ほ

HH-Pi 2663 HH-Pi 749
Standard length (SL, mm) 79.2 88.4
Counts
Dorsal-fin rays VI-I, 9 VI-I, 9
Anal-fin rays II, 8 II, 8
Pectoral-fin rays 14 14
Pelvic-fin rays I, 5 I, 5
Principal caudal rays broken 10 + 10
Pored lateral-line scales 24 24
Transverse scale rows 3 3
Median predorsal scales 10 10
Circumpeduncular scales 16 16
Developed gill rakers 2 + 8 = 10 2 + 8 = 10
Total gill rakers 6 + 12 = 18 6 + 12 = 18

Measurements (% of SL)
Body depth 34.5 35.8
Head length 41.3 42.3
Snout length 9.5 10.2
Eye diameter 11.3 11.6
Interorbital width 8.5 7.3
Upper-jaw length 21.7 21.2
Caudal-peduncle depth 15.9 16.5
Caudal-peduncle length 22.4 24.7
1st dorsal-fin spine length 6.8 9.3
2nd dorsal-fin spine length 14.8 16.9
3rd dorsal-fin spine length 15.1 16.1
4th dorsal-fin spine length 13.6 14.2
5th dorsal-fin spine length 9.8 10.3
6th dorsal-fin spine length 5.3 4.7
1st spine length of 2nd 
dorsal fin broken 11.4

1st anal-fin spine length 2.2 2.7
2nd anal-fin spine length 11.5 11.6
Pectoral-fin length 24.9 25.6
Longest pelvic-fin soft ray 
length 23.6 22.6

Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages of 
standard length, of Apogon unicolor from off Shimonoseki, 
Yamaguchi Prefecture, Japan.
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か（2020）は報告に用いた標本情報を明示していなかった

ため，本報告では当該標本に標本番号 HH-Pi 749を付与し，

形態学的情報を記載した．

分布の項より，ハナイシモチの分布の中心は熱帯およ

び亜熱帯域であると考えられる．熱帯および亜熱帯性の

魚類が日本海に出現する理由は，対馬海峡を通り日本海

に流入する対馬海流に乗って遊泳し，移入するためであ

ると考えられている（例えば，小林ほか，2006；河野ほ

か，2011）．本研究で用いた 2標本は，それぞれ 2015年と

2021年に採集されていることから，本種が対馬暖流によっ

て日本海へ度々移入していることが示唆される．本種の山

口県日本海側での生息状況の解明には，当該海域および既

知の分布域との間の対馬海流流域である九州西北岸におけ

る更なる魚類相に関する知見や情報の蓄積が必要である．

比較標本
ハナイシモチ A. unicolor（7個体 , 45.8–106.6 mm SL）：

BSKU 51647，88.6 mm SL，高知県大月町柏島，2000年 8

月 3日；BSKU 91440，82.1 mm SL，高知県土佐清水市足

摺港，2007年 9月 12日；KAUM–I. 11875，100.1 mm SL，

鹿児島県鹿児島市谷山港，水深 3 m，2008年 9月 7日；

KAUM–I. 21236，69.8 mm SL，沖縄県那覇市泊，2007年

7月 15日；KAUM–I. 29415，106.6 mm SL，鹿児島県大

隅諸島硫黄島，水深 3–8 m，2010年 5月 25日；KAUM–

I. 42936，72.3 mm SL，沖縄県中頭郡北谷町アラハビーチ，

2011年 5月 29日；KAUM–I. 68594，45.8 mm SL，沖縄県

中頭郡読谷村渡具知ビーチ，2014年 10月 13日．

アカネテンジクダイ A. talboti（6個体，70.0–88.5 mm 

SL）：KAUM–I. 42937，87.1 mm SL，KAUM–I. 42939, 70.4 

mm SL，KAUM–I. 42940, 77.5 mm SL，沖縄県中頭郡北

谷町アラハビーチ，2011年 5月 29日；KAUM–I. 78904，

70.0 mm SL，沖縄県中頭郡中城村，2015年 7月 10日；

KPM-NI 385，88.5 mm SL，沖縄県宮古諸島下地島，1995

年 11月 11日；KPM-NI 2524，79.7 mm SL，沖縄県沖縄諸

島伊江島，水深 16 m，1996年 6月 17日．
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